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論文 - データ間の引用情報を共有

CrossrefとDataCiteとは、次のように情報共有をして

いる。
（各々が、Event Dataというサービス名でこの情報を利用したサービスを

提供する予定。）
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DataCiteメタデータ中の

論文へのリンク情報

Crossrefメタデータ中の

データへのリンク情報



における Event Data サービス

DataCiteでは、データセンターへ、

Crossrefの論文中でDataCiteのDOIが引用された情報

（データの被引用情報）

をフィードバックする予定（2017年6月時点の情報）。
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DataCite Searchサービスによって

被引用アラートによって



（参考） 世界における DOI 登録の規模感
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CrossRef, 92,107,487

ISTIC, 26,858,653

DataCite, 11,404,378

CNKI, 11,112,125

KISTI, 

6,982,552

JaLC, 2,412,062

EIDR, 

1,339,982

OP, 1,023,976

DOI Default*, 963,153

mEDRA, 936,709

Airiti, 645,640

CrossRef ISTIC DataCite CNKI KISTI JaLC EIDR OP DOI Default* mEDRA Airiti

2017年9月時点

全世界におけるDOI登録件数155,786,717
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ご静聴ありがとうございました。
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